
旭川水系河川環境管理基本計画（建設省・岡山県：平成元年３月）の概要旭川水系河川環境管理基本計画（建設省・岡山県：平成元年３月）の概要

●旭川の豊かで清らかな流水と、それが育んできた地
域の風土や文化を守り育てるとともに、治水、利水
機能と調和した河川環境の適正な保全と創造を図る
ため、河川環境の保全と創造についての指針を示し
たものである。

●また、河川空間を流域及び河川特性に応じてブロッ
ク区分し、ブロックごとに管理方針を定めている。

●さらに、堤内地が都市化し、河川空間に対し多様な
社会要請があり、それらの要請に対し河川空間が有
する機能を公共的に利用することにより、地域住民
の生活環境の向上を図ることが可能な区域を対象と
して、「河川空間管理計画」を定めている。

テーマ：ゆとりのオープンスペーステーマ：ゆとりのオープンスペース

●百間川は、改修によって新たに広大な河川敷が整備
され、都市化の進む沿川地域に貴重なオープンス
ペースを提供している。

●このため、連続した広い高水敷では、各種スポーツ
を始め多目的な利用が出来るよう管理するとともに、
水辺では、貴重な自然環境を保全しつつ、水遊びや
自然観察等自由なレクリエーションが楽しめるよう
管理する。

旭川水系河川環境管理基本計画とは、・・・旭川水系河川環境管理基本計画とは、・・・

百間川ブロックの管理方針百間川ブロックの管理方針

旭川水系ブロック計画図旭川水系ブロック計画図

次の３ブロックについて、
「河川空間管理計画」を
定めている。

●都市ブロック
●百間川ブロック
●都市近郊ブロック
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旭川水系河川環境管理基本計画「河川空間管理計画」における検討対象区域の位置づけ旭川水系河川環境管理基本計画「河川空間管理計画」における検討対象区域の位置づけ

計画を定める区域の特性を活かすことを基調とし、
地域社会からの多様な要請、利用実態等に配慮して、
保全と利用が調和した望ましい河川空間環境を創造
するために、空間区分（ゾーン配置）を行っている。

また、河川周辺に存在する歴史・文化的施設、公
園緑地等を有機的に結び、川に親しめる水辺のネッ
トワークを形成するために、水辺のネットワーク区
間を定めている。

①水域空間

●自然ゾーン
・広い水面のつくる開放的な河川景観の保全を基
調とし、原則として治水・利水目的以外の人工
的改変を行わない。
・水面の秩序ある利用を推進する。

②陸域空間

●自然利用ゾーン
・百間川の身近な自然とふれあい楽しむことので
きるよう野草広場、自然観察広場を整備する。
・高水敷や水辺の植生を保全するとともに、自然
を生かした河岸整備を検討する。

●整備ゾーン
・広い高水敷を活用し、運動広場・野球場・テニ
スコート等のスポーツ施設や、イベント等の行
える多目的広場・芝生広場を整備する。
・運動施設の配置は連続させることなく、自由に
利用できる広場等を適宜配置する。
・百間川の歴史や文化を学習し、川への親しみを
養う場として、歴史の広場を整備する。
・高水敷と低水路を有機的に結び、より自然的な
河川空間を創造し、親水性を向上させるため、
緩傾斜護岸や親水護岸を整備する。
・施設を有機的に結ぶサイクリングコース、遊歩
道を整備する。

河川空間の整備方針（検討対象区域）河川空間の整備方針（検討対象区域）

テーマ：川と地域の歴史散策ネットワークテーマ：川と地域の歴史散策ネットワーク

●旭川、百間川をめぐるサイクリングコースや遊歩道、
水辺散策道等を有機的に結び、ふるさとの歴史を学
び、川を愛する心を養う歴史散策ネットワークを形
成する。

水辺のネットワークの整備方針（検討対象区域）水辺のネットワークの整備方針（検討対象区域）

検討対象
区域

空間配置（ゾーン配置）・水辺のネットワーク図空間配置（ゾーン配置）・水辺のネットワーク図

水辺のネットワーク
旭川・百間川・倉安川をめぐる区間
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